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１ 目指す将来像 

  全国的な人口減少・少子高齢化の進展を踏まえ、国は各自治体の計画策定に先立ち、「介

護保険事業に係る保険給付の円滑な実施を確保するための基本的な指針」において、「いわ

ゆる団塊ジュニア世代が 65 歳以上となる 2040 年（令和 22 年）に向け、総人口・現役世代

人口が減少する中で、高齢人口がピークを迎えるとともに、介護ニーズの高い 85 歳以上人

口が急速に増加することが見込まれる。一方、保険者ごとの介護サービス利用者数を推計

すると、ピークを過ぎ減少に転じる保険者もあるが、都市部を中心に 2040 年まで増え続け

る保険者も多く、各地域の状況に応じた介護サービス基盤の整備が重要である。また、世

帯主が高齢者の単独世帯や夫婦のみの世帯の増加、認知症の人の増加も見込まれるなど、

介護サービス需要が更に増加・多様化することが想定される一方、現役世代の減少が顕著

となり、地域の高齢者介護を支える人的基盤の確保が重要である。」と示しています。 

  これを踏まえ、当市の第８期計画においても第７期計画から引き続き、「誰もが安心と生

きがいをもって暮らせる、ふれあいのある健康で明るい社会づくり」を目指す将来像に掲

げます。 

 

目 指 す 

将 来 像 

誰もが安心と生きがいをもって暮らせる、ふれあいのある健康で

明るい社会づくり 

 

 

２ 基本目標 

  当市の上位計画である八戸市総合計画等との連携・整合性を取りながら、目指す将来像

の実現に向けて、第８期計画においても第７期計画から引き続き、次の３つの基本目標を

掲げます。 

 

基本目標１ 
高齢者が生きがいを感じながら、自らの知識と経験を生かして、

地域のなかで生き生きと暮らすことができる 

  

基本目標２ 
高齢者が住み慣れた地域のなかで、健康を保ちながら、自立して

暮らすことができる 

  

基本目標３ 
高齢者が求める適正・適切な介護サービスが提供され、高齢者及

びその家族が、住み慣れた地域で安心して暮らすことができる 
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３ 施策の体系 

  目指す将来像及び基本目標の達成に資する４つの施策を掲げます。 

 

 ○基本目標１【高齢者が生きがいを感じながら、自らの知識と経験を生かして、地域のな

かで生き生きと暮らすことができる】の実現を図る施策として、「高齢者が生きがいをも

ち、地域の担い手となるための健康・生きがいづくりの推進」を掲げ、 

  １ 健康づくりの推進 

  ２ 地域共生社会の実現に向けた取組の推進 

  ３ 自立支援、介護予防・重度化防止の推進 

  ４ 生きがいづくりの推進・社会参加の促進 

  の４つの項目に取り組みます。 

 ○基本目標２【高齢者が住み慣れた地域のなかで、健康を保ちながら、自立して暮らすこ

とができる】の実現を図る施策として、「高齢者が住み慣れた地域で安心して生活してい

くための地域包括ケアシステムの構築・深化」を掲げ、 

  １ 地域包括支援センターの体制強化 

  ２ 在宅医療・介護連携の推進 

  ３ 認知症施策の推進 

  ４ 生活支援・介護予防サービスの基盤整備の推進 

  ５ 地域ケア会議の推進 

  ６ 高齢者の居住安定に係る施策との連携 

  の６つの項目に取り組みます。 

 ○基本目標３【高齢者が求める適正・適切な介護サービスが提供され、高齢者及びその家

族が、住み慣れた地域で安心して暮らすことができる】の実現を図る施策として、「介護

が必要な人とその家族の生活全体を支える介護サービスの充実」を掲げ、 

  １ 適正な介護サービス提供体制の整備 

  ２ 介護人材の確保と資質の向上 

  ３ 介護保険制度の適正な運営 

  の３つの項目に取り組みます。 

 ○全ての基本目標に共通する施策として、「すべての市民の人権が尊重され、地域全体で支

え合うための安全・安心な暮らしの確保」を掲げ、 

  １ 地域見守り体制の充実 

  ２ 成年後見制度の利用促進 

  ３ 虐待防止の強化 

  ４ 在宅生活支援の充実 

  ５ 緊急時に備えた体制の整備 

  の５つの項目に取り組みます。  
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 【第７期計画と第８期計画の基本目標と施策】 
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